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例 会 発表 要 旨 第147回1996.5.18. 『デザイン理論』35/1996

農 業 協 同 組 合 のCI導 入 とそ の 現 状

西谷 誠/ヨ ン・クリエイティブ・スタジオ

最近なにか と話題の農協つ まり農業協同組

合 は,1992年 にCIを 導入 した。

現在の農協は 「単位連合企業組織体」 とい

われる。全国に散在する約4500の 単位農協,

それ らを組 合員 とする県連合会287。 この両

者 を会員 とする全国連合会が24。 それぞれに

独立した組織体であ りなが ら,全 体 としては

1つ の連合組織体を形成 しているからである。

組合員はすべて平等であり,各 地の単位農協

は府県単位の組織や全国単位の組織の下部組

織にはあた らないという,一 般企業がピラ ミ

ッ ド型なら,反 対の逆ピラミッドの形をなし

ているのである。 このことは農協のCIを 語

るうえで重要な意味をもっている。

'92年 以前
,「農協系国会議員の横行」 と

いう言葉 に代表 されるような悪いイメージが

農協にはつ きまとった。当時の農協のマーク

といえば稲穂マークである。しか し使用規定

などがなか ったため,産 地間競争の激化にと

もない他農協 との差別化 を望 むようになると,

マークの一部に手を加えて独 自のマーク とす

る農業協同組合や連合会が現れるようになっ

た。全中が'89年 に調査 した ときには,全 国

で400種 類 ものマークがあったという。

これらに象徴 されるように,当 時農協グル

ープは混迷 を極 めていた。社会的には 「農業

の国際化,貿 易 ・金融の自由化」,ま た 「農

業人 口の高齢化,兼 業化」 「高度情報化」

「人々の価値観の多様化」などの農業の内的

な問題。そして 「地域社会における相対的地

位やイメー ジの低 下」。農協 はこういった問

題を早急に改革,改 善する必要に迫 られてい

たのである。

そして,各 種調査 にもとづき 「農協自体が

事業 ・組織運営にわたらて実体 を改革するこ

とが求め られている。(中 略)個 々の農協が

個性 と力を維持 ・発揮するとともにグループ

としてのパワーを再構築 してい く。グループ

としての農協への信頼 と期待が,個 々の農協

に波及 して効果を高めてい くことをめざす。

農協 のCIは,新 しい農協の使命を明 らかに

し,新 しいシンボルマークのもと,農 協の組

織全体 を1つ のグループと考える 〈グループ

アイデンティティ〉 として実践してい く」 と

いうCIコ ンセプ トの もと,'91年10月 の第

19回 全国農協大会 において愛称JA(Japan

AgricultureCo・operative),JAマ ーク(永

井一正氏制作)を 正式に決定。翌年4月 導入

したのである。

ここで気がつ くのは,CIと いって もVI .

の部分だけが先行 している点である。特に重

要 なMI(MindIdentity),BI(Behavior

Identity)は,CIプ ロジェク トを設置 した

各単位農協がCI手 引 き書/実 戦編 というマ

ニュアルを参考に,そ れぞれの現状に合わせ

た方策を検討,実 施 していくのである。象徴

的な愛称JA,JAマ ー クの導入 は全国 レベ

ルのものであるが,BI,MIの 取 り組みは単

位農協主体 とい う,い わば逆CIな のである。

'94年4月 の 「JAの 活動 に関する全国一

斉調査」によるとCI活 動に取 り組んでいる

JA50.2%う ち 「CIを 展 開 中」 のJAは

26.2%,「 う ま く進 ん で い な い」JAは

24.0%あ る。そして 「CIの 導入 を検討中」

のJAも31.3%を しめる。 しか し 「CI導 入

の予定はない」JAが17.5%と い うのが,CI
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導入か ら4年が経過 した現在の状況である。

'94年9月 の第20回JA全 国大会で は 「今

後 はイメージ改革中心のCI活 動か ら,意 識

改革 ・実体改革中心の活動へ発展 させてい く

ことが,JAグ ループのCI活 動 の課題 とな

る。(中 略)重 要なことはCI・活動 自体 を目

的 として何 かを行 うとい うことでな く,CI

活動 という手法を通 じて経営改善あるいはイ

メージアップという目的を達成 してい くとい

うことである」 というCI活 動の意識改革 ・

実体改革への取 り組みが提起された。

JA尼 崎市 のCIへ の取 り組 み も他 のJA

と同様,ま ずVIの 導入か ら始 まり,MIへ

と徐々に農協の意識改革へ と歩を進めてる。

農業の現状をみると,農 地,農 家(組 合員)

は年々減少 してお り,特 に先の3大 都市圏の

市街化区域内農地に対する宅地並み課税の実

施で,ま す ます農地の減少は進んでいる。 ま

さに市街化区域内農業 と農協 にとっては重大

な局面にあるといえる。地 域組合員の理解 と

農協職員の意識を改革するためにも,す みや

かにBIへ と移行 してい く必要がある。

昨年私が関わった新規事業部の設立はその

1つ と考 えられ る。新規事業部 とは,組 合員

の資産の有効活用(主 に賃貸住宅,賃 貸駐車

場の経営)を アシス トする資産管理センター

と団体旅行の企画,斡 旋,チ ケットの手配な

どが主な業務の旅行センターを合併させた も

のである。地域の住民(組 合員以外の人)の

利用 も考慮 して,新 事業部は塚口支店の1階

に新 しく店舗 としてオープン,開 かれたJA

の認知度を上げていく。 また現在の経営活動

の中心である金融事業,共 済事業に新 しく加

えていきたい という思惑 もある。

新 事 業 部 と店 舗 の名 称 は,TRAyEL

(旅)とASSET(資 産,財 産)の2つ の言

葉を合わせたTrasset(ト ラッセ)。JAマ ー

クとの共用を配慮したロゴタイプ制作。店舗

のイメージ作 りを行った。現在 も利用率 を高

めるための新 しい企画を検討中である。

マークの多 くは何かをモチーフにして作 ら

れ る。JAマ ークの場合はJAと いう文字,

それ を構成す る丸や三角形,A。 それらはど

れも表現 しなければならない意味を内包して

いる。丸は農業の豊かさ,実 り。三角形は自

然,Aは 人 間 とい う ことになる。 しか し

「形」ができた時点では,マ ークに内包され

る意味は自己満足的なものである。制作者以

外の人にとっては,店 舗,商 品,広 告,新 聞,

TVな どのメディアから受けるそのマークに

関係 するすべての情報が 「形」に蓄積されて

いき,マ ークの意味や価値を作 り上げてい く

のである。

JAマ ーク というまかれた種 は,い ま芽 を

出 した ばか りで,現 在 も成長 中である。各

JAに よってその地域独 自の育ち方 をしてい

こうとしている。農協のCI導 入による改革

の速度は,わ れわれデザイン関係者の常識の

範躊か ら外れ,ゆ っくりとしたス ピー ドで進

んでいる。すべてに無理な く,時 間をかけて

合意 のうえで事業を積み上げていくとい う独

特の考え方によるものだろう。 こうしたゆっ

くりとした改革は時 として,微 妙な誤差を見

落 としてしまう可能性がある。その小さな誤

差の積み重ねが気がつかないうちに,ま った

く異質のものを生み,進 行が遅いがゆえに定

着 してしまう危険性 もある。

農協による逆CIの 成否はまだまだ先のよ

うである。1
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